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  G.W.F.Hegel, Grundlinien der Philosophie des Rechts oder Naturrecht und Staatswissenschaft im 
Grundrisse, Werke in 20 Bänden, Bd.7., Suhrkamp Verlag Frankfurt am Main 1970. 
  邦訳は、藤野渉・赤沢正敏訳『法の哲学』（中央公論新社、2001年）を参照した。 
・『第６回講義録』 
  G.W.F.Hegel, Vorlesungen über Rechtsphilosophie 1818-1831, Edition und Kommentar in sechs 
Bänden von Karl-Heinz Ilting, Stuttgart-Bad Cannstatt1973, Bd.4. 
  邦訳は、長谷川宏訳『法哲学講義』（作品社、2000年）を参照した。 
 
※ 上記文献からの引用ないし参照箇所については、次のように本文中に明記した。 






























（９）Alan Patten, HEGEL’S IDEA OF FREEDOM (Oxford University Press, 2002). 
（10）パッテンは、このような解釈によれば、司法活動やポリツァイなどの本来国家に関する事柄が市民社
会の章において出てくることを論理的に説明しうるとする（see ibid., p.175）。 
（11）ibid., pp.175-176. 
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